
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書 （中学校用）】
都道府県名 北 海 道

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 白老町立白老中学校
学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教 員 数
学級数 ３ ３ ３ ２ １１
児童数 ９４ ９２ １１９ ２ ３０７ ２３

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力が身につく、多様な学習活動を目指して
～意欲的に学習に取り組む、指導体制・指導方法の工夫～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

◇ 習熟度別少人数授業（３学級６展開）
・１年生・数学、英語 ・２年生・数学、英語
生徒の理解の状況に差が出やすい教科、学年であるため

◇ 授業評価の効果的な活用方法
・全学年、全教科

◇ 自己評価能力の向上を目指した指導・支援方法の工夫
・全学年、全教科

(2) 年次計画

平 ○ テーマ
成 確かな学力が身につく、多様な学習活動を目指して
15 ～意欲的に学習に取り組む、指導体制・指導方法の工夫～
年
度 ○ 研究の見通し

習熟度別少人数授業の効果的な実践方法を中心に研究を進める。

○ 研究の内容・方法
（１）必修教科における取り組み

～１・２学年、数学・英語の習熟度別少人数授業の取り組み
（数英コース学習）～

① 数英コース学習の集団編成・授業実施の手順
・はじめに１ヶ学年を概ね等質の２集団になるよう教師が意図的に分割す
る （年１回）。

・各コースのねらい、学習内容等を十分説明し、生徒自身がコースを選択
する。

・次に各集団をそれぞれ３コースに分け、数学、英語の授業を実施する。
（生徒は、数学、英語を交互に学習する ）。

② 数英コース学習のコース概要
・コース１：学習速度は速め。発展的な学習の時間を設定する。
・コース２：学習速度は普通。教科書の内容の確実な理解を目指す。
・コース３：学習速度は遅め。既習事項を復習する時間を確保し、基礎

基本の定着を目指す。
③ 数英コース学習の指導概要
・通年ですべての時間を数学３コース、英語３コースに分け、６人の教師
がそれぞれ指導をする。

・指導内容・方法はコースによって異なる。



＜前 半＞ ＜後 半＞
数学 英語

学 コース１ コース１
年
集 コース２ コース２
団

学 A組 A コース３ コース３
年
集 B組
団 英語 数学
C組 学 コース１ コース１

年
集 コース２ コース２
団
B コース３ コース３

（２）授業評価による授業改善を目指した取組
① 実施方法
・学期末にアンケートによる授業評価を全校生徒に実施する。
・集計、分析し授業改善の指標とする。

② 具体的な研究内容
・分析→授業改善の有効な手だての開発と工夫

（３）自己評価能力の向上を目指した取組
① 現在、自己評価の方法を下記の内容で研究中
・授業時における自己評価のあり方
・生徒自らが自己の学習状況(つまずきなど)を的確に把握し、自ら克服
していくような学習支援の方法 など

平 ○ テーマ
成 確かな学力が身につく、多様な学習活動を目指して
16 ～意欲的に学習に取り組む、指導体制・指導方法の工夫～
年
度 ○ 研究の見通し

自己評価能力の向上を目指した教育実践を中心に研究を進める。

○ 研究の内容・方法
（１）必修教科における取り組み

～数学・英語の習熟度別少人数授業の取組（数英コース学習）～
（２）授業評価による授業改善を目指した取組
（３）自己評価能力の向上を目指した取組

学年集団Ａ、Ｂ
男女比、学力等が等
しくなるように教師
が意図的に構成。

生徒の希望によるコ
ース選択。
基本的に単元ごとに
コース選択をさせ
る。



(3) 研究推進体制

研修部 研修ブロック１(展開実践)
↑

校 長－教 頭－研究推進委員会－全体研修会 研修ブロック２(授業評価)
↓

研修ブロック３(自己評価)

（１）研究ブロック１では、授業の展開実践として「数学・英語習熟度別少人
数授業」を研究・実践する。

（２）研修ブロック３では、生徒自身が的確な学習コースを選択し、自分にふ
さわしい学習を進めていくためには堅実な生徒自身による自己評価の判
断ができることが大切であることから、自己評価能力の向上について研
究する。

（３）研修ブロック２では 「わかる授業」への授業改善を目指して、授業評、
価のあり方について研究する。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（１）学習意欲の向上
●少人数授業の実施により、
・一斉授業より、個々の生徒にかかわる時間が増えた。

●習熟度別授業をすることで、
・個々の生徒の理解に応じた授業を展開しやすくなった。

↓
○一斉授業より、生徒が意欲的に授業に参加することができる。

（２）知識・理解の向上
●少人数授業の実施により、
・生徒個々のつまずきに応じた学習支援がしやすくなった。

●習熟度別授業をすることで、
・生徒の学習効率が上がった。

↓
○一斉授業より 「わかる授業」を展開することができる。、

※より客観的なデータの査証は今年度末にＣＲＴ、ＮＲＴを実施。

しやすい かわらない
67% 33%
できる かわらない
62% 38%
多い かわらない
58% 42%
つく 同じ
62% 38%

コース学習の方が自分にあった学力が

コース学習（数学）と他の教科との比較

コース学習の方が授業に参加したり、
先生と話す機会が

コース学習の方が授業に意欲的に参加

コース学習の方が授業を理解



２．今後の課題

（１）習熟度別少人数授業の学習コースの柔軟な編成
●全時間習熟度別による学力(知識・理解力)等質集団のコース編成を行っている
るが、異質集団による学習効果について再度検討する。
・異質集団の中で、生徒同士が助け合い、学び合うことによる学力の向上に
ついての研究

・上記の実施場面（単元）の工夫
（２）少人数授業、習熟度別授業の特性を活かした授業の展開

●少人数だからできる授業、習熟の違いがあるからできる授業を模索し、個に応
じた指導や支援活動を充実させる。

（３）自己評価能力の向上を目指した授業の構築
●自己評価能力と学力の相関関係について査証し、自己評価のしやすい授業展開
等についての研究を深める。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

（１）ＣＲＴ、ＮＲＴの導入
・調査の目的：客観的な学力の把握
・時 期：学年末

（２）数、英コース学習の授業アンケート
・調査の目的：生徒の学習意欲の把握
・実施内容：質問紙法による
・時期：単元ごと

（３）各定期テスト、学力テストの実施

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

（１）保護者への啓蒙
・保護者説明会の実施［４月］
・各種通信（学校便り、学年通信）

（２）地域への普及
・新聞報道による普及
室蘭民報社［6/21］ 苫小牧民報社［6/18］ 北海道新聞［10/29］

（３）各学校への普及
・白老町教育研究会（数学サークル、英語サークル）での授業公開［9/4］
・町内小中学校等に案内をしての授業公開[11/21]

（４）ＨＰによる普及
・平成１６年度前半に開設予定

（５）教育実践発表会
・平成１６年度実施予定



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 レ１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級レ

１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導レ

その他

【研究教科） 国語 社会 数学 理科レ

外国語 音楽 美術 技術・家庭レ

保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無レ
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